
ＳＴＥＰ １ （公募） ＳＴＥＰ ２ （WGの設置）

【事業説明会】 （７／３１）
○ 本事業の事業概要説明
○ 関連した講演の実施

【公 募】
○ 生産性向上及び新製品開
発等の取組に係るワーキング
グループ参加希望を公募

【生産性向上】
・ ＩＴ×ものづくり
→ ２グループ以上設置

ＳＴＥＰ ３ （ＷＳの開催） まとめ

【生産性向上】
・ ものづくり企業のニーズ
に対し、ＩＴ企業がシーズを
活用しながら、支援するイ
メージ

【成果報告会】
○ ワークショップの活動の成果
報告
○ 次年度につながるテーマで
の講演の実施

【新製品開発等】
・ （ＩＴ＋ものづくり）×農業・
水産業等

→ ２グループ以上設置

【新製品開発等】
・ 農業等のニーズに対し、
ＩＴ企業とものづくり企業が
シーズを活用しながら、支
援するイメージ

１ 目的
第４次産業革命技術等を活用し、ＩＴ分野とものづくり分野が連携し、ものづくり分野の生産性向上や、ＩＴ分野、ものづくり分野と農業分野等との異業種
連携による新製品や新サービスの創出を支援するもの。
【生産性向上】
ものづくり（ニーズ）×ＩＴ（シーズ）⇒ものづくり企業の生産性向上
（例：画像処理技術導入に係る検査工程の省人化、IoT技術による間接部門の効率化）

【新製品開発】
ものづくり（シーズ）×ＩＴ（シーズ）×農業・水産業等（ニーズ）⇒新製品開発
（例：病害虫の自動モニタリング×自動飛行ドローンによる化学的防除）

２ 参加企業のメリット
○課題解決に向けた情報収集 （他機関とのネットワーク構築等）
○課題解決に向けた連携企業とのマッチング（ワーキンググループの設置に当たり、専門家等がサポート）
○課題解決に向けた当該技術の専門家のサポート （県立大学の教員等）
○共同研究や企業間連携による取組の具体化を支援 （外部資金獲得のサポート）
○取組については成果発表会やプレスリリースにより情報発信を検討する（企業ＰＲ）

３ 全体フロー

ＩＴ活用型新分野開拓推進事業の概要

・技術的な議論だけではなく、県内外の企業を含めたクラスター形成等
・専門家がサポート／岩手県立大学の教員等を想定
・セミナー開催／ＷＳで議論されている内容をテーマに開催
・農業については、県設置しているスマート農業研究会との連携

次年度以降の取組につなげる

岩手発の製品・技術等を
全世界に発信することを目指す

問合せ先（事務局）
岩手県立大学 研究・地域連携室 槻ノ木沢

（つきのきざわ）
TEL：019-694-3330
MAIL：takunori@ipu-office.iwate-pu.ac.jp

【デザインシンキング・ワークショップ】
デザイン思考を用いて、県内産業の

課題・新製品や新規ビジネスのアイ
ディアを創出（9月末予定）

デザイン・シンキング・ワーク
ショップの結果や
企業等の希望からグループを決定


